
協働事業アイデア提案書（登録公開内容） 

１．提案者の区分 該当する区分の□にチェック（□→■）を入れてください。 

■①個人 □②任意団体 □③ＮＰＯ法人 □④企業 □⑤その他（      ） 

団体の場合は団体名をお書きください。⇒ （                 ） 

２．事業の名称 （事業アイデアに名称をつけてください。） 

事業の名称 橋本ゆったり BASE Project 〜長居歓迎セルフカフェ〜 

３．アイデア提案の概要 

①課題（私（たち）は、次のようなことが課題（問題）に着目しました！） 
橋本駅周辺には図書館等の公共施設や、カフェ・コワーキングスペース等があるが、その中間に

位置する「気軽に立ち寄り、自分のペースで気がねなく過ごせる場所」が少ないと感じる。 

より気軽かつ低廉に利用できる滞在場所があれば、利用者の選択肢も利用者層も広がるのではな

いかと考えた。 

②解決方策（私（たち）は、①の課題を解決するために、次のような事業をやってみたいと思って

います！） 
電源・Wi-Fi 等を備え、セルフサービス方式等によって運営コストを抑え、比較的 

低廉な料金で利用できる滞在スペースを橋本駅周辺に設ける。飲食店のような高い回転率を求め

ず、読書、スマートフォンの利用、仕事の下準備、創作活動、休憩等、利用者がそれぞれの目的

で滞在時間を過度に気にせず滞在できる場所とする。商業施設や公共施設等の既存スペースの活

用や、民間事業者との連携による運営も含め、実現可能な方法を検討する。 

③効果（②の事業を市と協働することによって、次のような効果が得られると思います。） 
幅広い年代の市民や橋本を訪れる人が、待ち合わせや交通機関利用の際の時間調整、休憩、充電、

読書、学習、仕事、創作活動等、それぞれの目的に応じて気軽に利用できる場所が生まれる。 

また、既存店舗・施設等とは異なる選択肢が加わることで、より適切な場所を利用者が選択でき

るようになる。商業施設等との併設・連携が可能であれば、買い物や他の用事と組み合わせた利

用も期待でき、橋本駅周辺で過ごす際の利便性向上につながる。 

３．私（たち）の役割（事業の中で私（たち）が具体的に担うこと！） 

利用者目線からのニーズや運営アイデア等の提案・提供、実現に向けた意見交換・検討への協力

を行う。 

また、必要に応じて、想定される利用者層や利用方法についての意見・情報を提供する。 

４．市に期待する役割（事業の中で市に担ってほしいこと！） 

提案内容について関係部署や関係機関等と情報共有・検討を行い、既存施設の活用や民間事業者

との連携を含め、実現可能な方法について模索・検討する。 

５．登録の目的           （該当する項目に○印をお付けください） 

ア 担い手・団体募集！（一緒に事業を行ってくれる人を探しています） ○ 

イ 情報収集！（経験者（専門家）などからのアドバイスがほしい） ○ 

ウ その他（                           ）  

６．その他（メッセージ・アピール） （私（たち）の熱い思いを伝えます！） 

自身が橋本駅周辺で過ごす中で気付いた身近なニーズをもとにした提案で、既存の施設・店舗等

を補完する新たな選択肢となると考えます。長時間利用を希望する利用者の受け皿となること

で、飲食店等における利用時間の制限や、それに伴う利用者間のトラブルの回避にもつながるの

ではないかと考えます。 

 

第６号様式－２ 


